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第 1 章 現況特性の把握 

本章では、人口及び世帯数の推移等、本市の現状や動向に関する基礎データを整理するとともに、

あわせて都市構造の特性を評価することにより、本市の現況特性を把握します。 

1 基礎データの整理 

本市の現状や動向に関する基礎データとして、「人口及び世帯数」、「市街地形成過程」、「土地利

用」、「都市機能」、「産業構造」、「都市施設」、「市街地整備」、「交通・市民流動」、「防災」、「財政」

の視点により整理します。 

（1）人口及び世帯数 
●本市の人口、世帯数ともに 1970 年（昭和 45 年）以降増加しています。 

●将来の人口は、当面は増加傾向を続け、2040 年(令和 22 年)で 100,942 人となる見通しです。 

●過去 10 年間の社会動態は、平均で約 470 人/年程度社会増であり、子ども・子育て世代を中心に増

加しています。 

●高齢者が増加傾向にあり、高齢化が進行しています。 

●市内大学の学生数が減少しており、空家・空き部屋が発生しています。 

 

①人口・世帯数の推移 

◼ 1970年（昭和45年）以降、本市の人口、世帯数ともに増加傾向にあります。（ただし2010年（平

成22年）から2015年（平成27年）の世帯増加率は人口増加率を下回る） 

◼ 愛知県と比較すると、本市の人口・世帯増加率は高いものの、2010年（平成22年）から2015年

（平成27年）にかけ世帯増加率は大きく低下しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料:国勢調査(2015)） 

 

  

図 1-1 人口の推移 図 1-2 世帯数の推移 
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②年齢 3区分別人口・割合の推移 

◼ 2010年（平成22年）から2015年（平成27年）にかけて、生産年齢人口（15～64歳）は微減、年

少人口（15歳未満）、老年人口（65歳以上）は増加しています。 

◼ 年少人口割合、生産年齢人口割合は減少傾向にある一方、老年人口割合は増加傾向にあり、

2015年（平成27年）ではおよそ5人に1人が高齢者となり、高齢化が進行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料:国勢調査(2015)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料:国勢調査(2015)） 

 

 

図 1-3 年齢 3区分人口の推移 

図1-4 年齢3区分人口割合の推移 
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③社会動態・自然動態の推移 

◼ 社会動態は、2010年（平成22年）以降転入が転出を上回っており、年間約150～1,100人の範

囲で増加し、過去10年間の平均で、約470人/年増加しています。 

◼ 自然動態は、2010年（平成22年）以降出生数が死亡数を上回っており、年間約400～600人の

範囲で増加しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:愛知県統計年鑑(2019)) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:愛知県統計年鑑(2019)) 

 

図 1-5 社会動態の推移 

図1-6 自然動態の推移 
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2005 30,145 21,325 18,838 6,181 11,102 2,487 169 8,651 1,765
2010 33,381 22,948 20,556 6,806 11,809 2,392 234 10,198 1,690
2015 34,163 24,457 22,425 7,341 12,828 2,032 263 9,231 1,412

2005 77,193 68,201 56,942 12,370 40,785 11,259 341 8,651 9,017
2010 82,950 72,216 61,609 13,612 43,245 10,607 533 10,198 8,485
2015 86,481 75,985 67,148 14,682 47,024 8,837 614 9,231 6,973

2005 2.6 3.2 3.0 2.0 3.7 4.5 1.0 1.0 5.1
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2015 10,289 10,196 9,354 - 8,672 842 21 72 812

2005 7,388 6,199 4,130 2,635 1,020 2,069 11 1,178 1,544
2010 9,180 7,482 5,457 3,347 1,451 2,025 31 1,667 1,480
2015 10,609 8,458 6,663 3,957 1,803 1,795 41 2,110 1,282

2005 3,056 1,878 1,826 1,807 - 52 - 1,178 -
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2015 5,571 3,450 3,348 3,302 2 102 11 2,110 -
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④世帯の家族類型 

◼ 一般世帯数の増加率が鈍化しています。 

◼ 核家族世帯は増加を続けており、単独世帯は横ばい傾向となっています。 

表 1-1 家族類型の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料:国勢調査(2015)） 

 

⑤市内大学の学生数 

◼ 過去10年間、市内大学の学生数は2011年（平成23年）から2020年（令和2年）にかけて約6,919

人(約30％)減少しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料:日進市資料） 

図 1-7 市内大学の学生数の推移 
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⑥将来人口見通し 

◼ 日進市人口ビジョンでは、2040年（令和22年）まで増加を続け、100,942人になる見通しとな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:第2期 日進市人口ビジョン・まち・ひと・しごと創生総合戦略（2021)） 

  図1-8 将来人口見通し（日進市人口ビジョンの推計） 
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（2）市街地形成過程 
●総人口に占める市街化区域人口の割合は 73.8%であり、市街化区域の人口密度は増加し、人口集積

が進行しています。 

●2015 年(平成 27 年)の人口集中地区(DID)の人口密度は 74.4 人/ha であり、DID 基準の 40 人/ha を

大きく上回っています。 

●市街化区域内の既成市街地や市街化調整区域に点在する集落において、老年人口比率が高いです。 

●地区別人口増減をみると、名古屋市に隣接する香久山等の民営借家が多く立地する地区や日進駅、

赤池駅周辺の比較的人口密度が高い地区において人口が減少しています。 

 

①市街化区域及び市街化調整区域の面積・人口・人口密度の推移 

◼ 市街化区域面積は1975年（昭和50年）以降増加しており、2015年（平成27年）時点で1,093ha、

2020年（令和2年）度末に1,124haとなります。 

◼ 市街化区域人口密度は増加傾向にあり、2015年（平成27年）には1980年（昭和55年）の約3倍

の59.4人/haまで増加しています。 

◼ 総人口に占める市街化区域人口は増加傾向にあり、73.8％を占めています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:都市計画基礎調査（2018)） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 (資料:都市計画基礎調査（2018)） 

図 1-9 市街化区域面積・人口密度の推移 

図1-10 市街化区域と市街化調整区域の人口内訳の推移 
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②人口集中地区(DID)面積・人口・人口密度の推移 

◼ 人口集中地区(DID)は1995年（平成7年）に形成されて以降拡大傾向にあり、2015年（平成27年）

時点で約679haになります。 

◼ 人口集中地区(DID)の人口密度は増加傾向にあり、2005年（平成17年）に70人/haを超えて以降

は微増しています。2015年（平成27年）時点で74.4人/haとなっています。 

◼ 人口集中地区(DID)の推移は、既成市街地に隣接して行われた開発等の市街地整備により拡大

しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

（資料:国勢調査(2015)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料:国勢調査(2015)） 

図1-11 人口集中地区(DID)の面積と人口密度の推移 

図1-12 人口集中地区(DID)の変遷 
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③地区別人口・人口密度分布・高齢化状況 

◼ 2010年（平成22年）から2015年（平成27年）の地区別人口増減率をみると、主に土地区画整理

事業が実施済みの地区は増加しています。 

◼ 一方で、名古屋市に隣接する香久山等の民営借家が多く立地する地区や日進駅、赤池駅周辺の

比較的人口密度が高い地区において、減少しています。また、北新町、三本木町等の既存集落

においても減少しています。 

◼ 地区別人口密度は主に市街化区域内の駅周辺における土地区画整理事業が実施済みの地区で

高い傾向にあります。 

◼ 地区別高齢化状況をみると、主に市街化区域内の既成市街地や市街化調整区域に点在する集

落において、老年人口比率が高い傾向にあります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※調査区は国勢調査の小ゾーン単位 
（資料:国勢調査(2015)） 

図1-13 地区別人口増減率 
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※調査区は国勢調査の小ゾーン単位 

（資料:国勢調査(2015)） 

図1-14 地区別人口密度 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

※調査区は国勢調査の小ゾーン単位 
（資料:国勢調査(2015)） 

図1-15 地区別老年人口比率 
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（3）土地利用 
●本市を東西に貫く河川の周辺には一団のまとまりのある農用地区域が広がっているほか、河川環境

を保全する緑が連続しています。 

●東部丘陵地、御嶽山や北高上緑地を始め、まとまった緑地が残り、都市化が進展する中恵まれた自

然環境があり、公有化による保全の取組みも進行しています。 

●市街化区域の住宅地において、低・未利用地が広く分布しています。 

●市北部及び東部の森林や広がりのある農地に囲まれた自然が豊かな居住環境が広がっています。 

●工業系用途地域である浅田地区等では住宅と工場が混在しています。 

●商業系用途地域における商業系土地利用の特化傾向は低く、特に日進駅、米野木駅の周辺における

商業集積が低いです。 

 

 

 

①法指定状況 

◼ 農業振興地域は市街化調整区域の大部分を、農用地区域は天白川等周辺を指定しています。 

◼ 森林地域は、市の北東部の市街化調整区域（東部丘陵地）等に大規模な保安林・地域森林計画

対象民有林が分布、市街化区域内においても地域森林計画対象民有林が多く分布しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

（資料:国土数値情報(2017)） 

図1-16 農業振興地域・農用地区域 
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（資料:国土数値情報(2017)） 

図1-17 保安林・地域森林計画対象林 
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②土地利用現況 

◼ 過去10年の土地利用の推移をみると、農地、森林が減少しています。 

◼ 市街化区域内は、住宅用地を中心に大規模な工業用地や公益施設用地、商業用地が分布してい

ます。 

◼ 市街化区域内の住宅用地には、平面駐車場や建物跡地等を含む低･未利用地が多く分布してい

ます。 

◼ 都市的低･未利用地の分布状況は、市街化区域に畑・山林、低･未利用地が分布、市街化調整区

域は天白川周辺に農作地や樹林地が分布しています。 

表1-2 土地利用の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:土地に関する統計年報(2017)) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料:都市計画基礎調査(2018)） 

  

※都市計画基礎調査上の土地利用区分で表示 

2006 3,490 514 347 167 680 3 677 - 202 83 58 61

2016 3,491 458 321 137 647 0 646 - 185 69 58 58

道路 農道 林道 宅地 住宅地 工業用 その他

国道 県道 市町村

道

2006 383 331 46 57 229 52 - 898 627 34 237 813

2016 369 369 45 61 263 - - 992 702 42 247 841

農地
田 畑

その他の

宅地

河川 水路

一般道路

原野

水面・

森林 国有林 民有林 河川・

水路

水面行政

面積

図1-18 土地利用現況図 
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（資料:都市計画基礎調査(2018)） 

 

 

  

図1-19 都市的低･未利用地の分布 
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③商業系用途地域（近隣商業地域）の土地利用特性 

◼ 鉄道駅周辺を除く商業系用途地域については、80％以上が商業系土地利用に特化しています。 

◼ 米野木駅周辺は住宅系土地利用の割合が90％以上であり、赤池駅周辺や日進駅周辺も住宅・商

業が併存しており、商業系の土地利用の割合が低い状況にあります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（資料:都市計画基礎調査(2018)） 
図1-20 近隣商業地域の土地利用構成 
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④工業系用途地域(準工業地域)の土地利用特性 

◼ 準工業地域では、赤池駅東側の名鉄豊田線沿線では、工業系土地利用の割合が60％以上80％

未満であり、住宅用途と混在している状況にあります。 

◼ その他の地区も、用途が混在しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料:都市計画基礎調査(2018)） 

図 1-21 準工業地域の土地利用構成 
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（4）都市機能 
●日常生活の利便や安心を支える都市機能（医療・福祉・子育て施設）は市街化区域内において概ね

徒歩圏内に分布しています。 

●近年、赤池駅周辺において、新たに大型商業施設が立地しています。 

①都市機能・生活機能の分類 

◼ 医療施設は、歯科診療所が66施設で最も多く、次いで医科診療所が54施設となっています。 

◼ 高齢者福祉施設は、訪問介護事業所が29施設、通所介護事業所が19施設となっています。 

◼ 子育て支援施設は、保育園が15施設、幼稚園が4施設となっています。 

◼ 商業施設は、大型スーパー（店舗面積が1,000㎡以上）が6件、スーパーが5件となっています。 

◼ 学校施設は、小学校が9件と最も多く、次いで大学が5件となっています。 

表1-3 各機能の分類 

大分類 種類 施設数 

医療施設 医科診療所 54 

歯科診療所 66 

病院 3 

小計 123 

高齢者福祉施設 訪問介護事業所 29 

訪問リハビリ事業所 3 

通所介護事業所 19 

通所リハビリ事業所 6 

短期入所生活介護事業所 4 

短期入所療養介護 4 

認知症高齢者グループホーム 5 

小規模多機能型居宅介護事業所 2 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 1 

認知症対応型通所介護事業所 2 

地域包括支援センター 3 

介護老人福祉施設 4 

介護老人保健施設 3 

有料老人ホーム 14 

サービス付き高齢者向け住宅 2 

小計 101 

子育て支援施設 民間放課後児童クラブ 20 

保育園 15 

公設放課後児童クラブ 9 

認可外保育施設 6 

福祉会館 6 

幼稚園 4 

子育て支援センター 3 

小規模保育事業所 7 

認定こども園 4 

小計 74 

商業施設 大型スーパー（店舗面積 1,000㎡以上） 6 

スーパー 5 

小計 11 

学校施設 小学校 9 

中学校 4 

高等学校 3 

大学 5 

小計 22 

(資料:市資料（2020年12月現在）、全国大型小売店総覧（2020）) 
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②都市機能の分布状況 

◼ 医療施設は、市街化区域は概ね全域徒歩圏にあります。 

◼ 高齢者福祉施設は、市街化区域に広く分布、一部地域を除いて概ね徒歩圏にあります。 

◼ 子育て支援施設は、市街化区域に広く分布、一部地域を除いて概ね徒歩圏にあります。 

◼ 商業施設は、市街化区域の一部で徒歩圏にない地域があります。また、近年赤池駅周辺において、

新たに大型商業施設が立地しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※医科診療所は整形外科や心療内科、耳鼻科等も含む (資料:日進市資料) 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:日進市資料) 

図1-22 医療施設分布図 

図1-23 高齢者福祉施設分布図 
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(資料:日進市資料) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (資料:全国大型小売店総覧(2020)) 

図1-24 子育て支援施設分布図 

図1-25 商業施設分布図 
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③医療施設の徒歩圏人口カバー率 

◼ 本市の医療施設の徒歩圏人口カバー率は91.3%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （資料:市資料、国勢調査(2015)） 

図1-26 医療施設の人口メッシュ分布図 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

           

                 

医療施設： 
病院(病床数 20 床以上)及び 
診療所 
 

※徒歩圏人口カバー率とは、市全体人

口に対する、徒歩圏域内の人口が占

める割合 

※徒歩圏域は、施設から半径 800m 

※左図 1-27 は、比較的人口規模の近

い人口 10 万人～14 万人程度の都

市を比較対象としている 

 

図1-27 医療施設の徒歩圏人口カバー率 
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④高齢者福祉施設の徒歩人口カバー率 

◼ 本市の高齢者福祉施設の徒歩圏人口カバー率は85.8%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 （資料:市資料、国勢調査(2015)） 

図1-28 高齢者福祉施設の人口メッシュ分布図 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図1-29 高齢者福祉施設の徒歩圏人口カバー率 

高齢者福祉施設： 
介護事業所、リハビリ事業所、 
地域包括支援センター 等 

 

※徒歩圏人口カバー率とは、市全体人

口に対する、徒歩圏域内の人口が占

める割合 

※徒歩圏域は、施設から半径 800m 

※左図 1-29 は、比較的人口規模の近

い人口 10 万人～14 万人程度の都

市を比較対象としている 
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⑤商業施設の徒歩圏人口カバー率 

◼ 本市の商業施設の徒歩圏人口カバー率は57.0%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （資料:市資料、国勢調査(2015)） 

図1-30 商業施設の人口メッシュ分布図 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図1-31 商業施設の徒歩圏人口カバー率 

商業施設： 
大規模小売店(店舗面積 1,000 ㎡
以上）、スーパーストア 
 

※徒歩圏人口カバー率とは、市全体

人口に対する、徒歩圏域内の人口

が占める割合 

※徒歩圏域は、施設から半径 800m 

※左図 1-31 は、比較的人口規模の近

い人口 10 万人～14 万人程度の都

市を比較対象としている 
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（5）産業構造 
●製造業の事業所数は減少傾向であり、工業における伸び悩みがみられます。 

●自市内就業率は 36.1％であり、周辺都市と比較して高い割合です。 

●一人当たり製造品出荷額は、2,310 万円/人であり、周辺都市と比較して低い値です。 

●小売業の商品販売額及び事業所数は近年増加傾向にあります。 

●本市の小売吸引力は、2016 年(平成 28 年)で 0.90 であり、1 を下回っています。 

●国の観光入込客統計に関する共通基準において、対象となる観光地点が本市は集計外となっていま

す。 

 

①工業（製造業）の動向 

◼ 製造品出荷額等は2011年（平成23年）に大きく増加し約1,200億円となり、近年は約1,000億円

を推移しています。 

◼ 事業所数は減少傾向にあり、2018年（平成30年）は約80件となっています。 

◼ 従業者数は、2016年（平成28年）以降増加しており、2018年（平成30年）は約4,900人となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:工業統計調査(2019)（2011,2015は経済センサス)) 

 

 

  

図1-32 事業所数、従業者数、製造品出荷額の推移（従業者4人以上） 
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◼ 業種別出荷額は輸送用機械製造業が約6割を占めており、次いで食品製造業、金属製品製造業

の割合が高く占めています。 

◼ 自市内就業率は、2015年（平成27年）で36.1％であり、周辺都市と比較すると高い割合を示し

ています。 

◼ 一人当たり製造品出荷額は、2019年（令和元年）で2,310万円/人であり、周辺都市と比較する

と低い値を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(資料:工業統計調査（2019)) 

  図1-33 業種別出荷額 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

  

  

輸送用機械器具製造業

56.8%

食料品製造業

14.8%

金属製品製造業

11.3%

生産用機械器具製造業

4.8%

プラスチック製品製造業

4.8%

電気機械器具製造業

4.3%

はん用機械器具製造業

2.7% 業務用機械器具製造業

0.6%

輸送用機械器具製造業 食料品製造業 金属製品製造業

生産用機械器具製造業 プラスチック製品製造業 電気機械器具製造業

はん用機械器具製造業 業務用機械器具製造業

 (資料:工業統計調査（2019)) 

図1-35 一人当たり製造品出荷額 
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(資料:国勢調査(2015)) 

図1-34 自市内就業率 
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②商業（卸・小売業）の動向 

◼ 卸売業は、2016年（平成28年）時点とピーク時を比較すると従業者数は約250人減少、商品販

売額は約半分に減少し、一方、商店数は約20件増加しています。 

◼ 小売業は、2016年（平成28年）とピーク時を比較すると従業者数は約100人減少、商品販売額

は約100億円増加し、一方、商店数は約80件減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:商業統計調査（2012,2016は経済センサス)) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:商業統計調査（2012,2016は経済センサス)) 

  

図1-36 事業所数、従業者数、商品販売額の推移（卸売業） 

図1-37 事業所数、従業者数、商品販売額の推移（小売業） 
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◼ 小売吸引力は1999年（平成11年）以降、1を下回っており、2016年（平成28年）では0.90と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:商業統計、市資料) 

 

 

③観光の動向 

◼ 観光レクリエーション利用者の総数は、2010年(平成22年)以降増加し、10～20万人を推移して

おり、2016年(平成28年)で14.1万人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料:観光レクリエーション利用者統計） 

小売吸引力…市の人口 1 人あたりの小売販売額を県の 1 人あたりの小売販売額       

で除したもので、地域が買物客を引きつける力を表す指標となる。 

※2010 年より全国共通基準「観光入込客統計」と同様の基準に変更したため、愛知

牧場等の観光施設が集計対象から除外されている。そのため、2009 年以前のデータ

とは一概には比較できない。 
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図1-38 小売吸引力 

図1-39 観光レクリエーション利用者数の推移 
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（6）都市施設 
●(都)野方三ツ池公園線等の都市計画道路のうち、約 3 分の 1 が未整備となっています。 

●特殊公園（歴史公園）である岩崎城址公園が北部に整備されています。 

●市街化区域内では、都市公園の徒歩圏外となる利用が不便な地域があります。 

●面整備が実施されていない既成市街地では都市公園の分布がみられません。 

●下水道普及率が県平均に対し、本市は若干下回っています。 

 

①都市計画道路整備状況・整備率 

◼ 都市計画道路は27路線が計画決定されており、都市計画道路の計画決定総延長は56,220mで、

そのうち約3分の2にあたる37,510mが整備済みの状況にあります。 

表1-4 都市計画道路の整備状況 

番号 路線番号 路線名称 

代
表
車
線
数 

幅員

（m） 

計画 

延長 

（m） 

供用 

延長 

（m） 

供用率 

（％） 

1 1・3・10 名古屋瀬戸道路 4 24.6 2,900 1,600 55.2 

2 3・1・252 国道 153号バイパス線 8 41 4,290 4,290 100.0 

% 3 3・4・291 田籾名古屋線 2 16 1,560 0 0.0 

% 4 3・1・305 日進中央線 4 43 6,140 1,520 24.8 

5 3・2・306 日進三好線 4 30 1,100 750 68.2 

6 3・3・257 瀬戸大府東海線 4 22 5,930 5,930 100.0 

7 3・4・277 米野木荕生線 2 16 1,460 0 0.0 

8 3・4・301 名古屋豊田線 2 20 7,880 860 10.9 

9 3・4・303 名古屋三好線 2 16 990 290 29.3 

10 3・4・307 白山黒石線 2 16 3,800 3,720 97.9 

11 3・4・308 東山岩藤線 2 16 2,710 2,570 94.8 

12 3・4・576 小田赤池線 2 20 890 890 100.0 

13 3・4・577 株山中央通線 2 20 1,160 1,160 100.0 

14 3・4・578 高針御嶽線 2 16 580 580 100.0 

15 3・4・579 藤森牧野線 2 16 550 550 100.0 

16 3・4・580 赤池駅前線 2 16 360 360 100.0 

17 3・4・581 香久山線 2 16 950 950 100.0 

18 3・4・582 平池名古屋線 2 16 710 710 100.0 

19 3・4・583 南山の手線 2 16 4,390 4,270 97.2 

20 3・4・584 卯塚緑地線 2 18 90 90 100.0 

21 3・4・585 片平竹の山線 2 16 440 440 100.0 

22 3・4・588 竹の山中央線 2 16 1,190 1,190 100.0 

23 3・4・589 赤池箕ノ手中央線 2 18 1,060 1,060 100.0 

24 3・4・590 野方三ツ池公園線 2 18.5 1,360 0 0.0 

25 3・5・586 株山環状線 2 12 2,000 2,000 100.0 

26 3・5・587 米野木環状線 2 12 1,440 1,440 100.0 

27 8・6・576 赤池中央通り 0 10 290 290 100.0 

合計     56,220 37,510 66.7 

(資料:日進市資料) 
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(資料:日進市資料) 

 

 

 

  

図1-40 都市計画道路整備状況 
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②都市公園整備状況・1人当たり整備面積 

◼ 供用済みの街区公園等は60箇所で約25.6ha、運動公園は1箇所で約18.1haあり、住区基幹公園

との合計は61箇所約43.7haとなっています。 

◼ 特殊公園(歴史公園)である岩崎城址公園が整備されています。 

◼ 市街化区域内で都市公園の徒歩圏外となる利用が不便な地域があります。 

◼ 土地区画整理事業による面整備が実施されていない既成市街地では都市公園の分布がみられ

ない状況にあります。 

表1-5 都市公園の整備状況 

公園種類 

公園面積 うち供用済み 
整備

率 

（％） 
箇所数 

計画面積 

（ha） 

1人当た

り面積

（㎡） 

箇所数 
面積 

（ha） 

1人当た

り面積

（㎡） 

基
幹
公
園 

住区 

基幹公園 

街区公園 57 14.2 1.5 54 13.9 1.5 97.9 

近隣公園 6 9.5 1.0 5 8.5 0.9 89.5 

地区公園 1 3.2 0.3 1 3.2 0.4 100.0 

小計 64 26.9 2.9 60 25.6 2.8 95.2 

都市 

基幹公園 
運動公園 1 18.1 2.0 1 18.1 2.0 100.0 

小計 1 18.1 2.0 1 18.1 2.0 100.0 

計 65 45.0 4.9 61 43.7 4.8 97.1 

そ
の
他 

公
園 

特殊公園 歴史公園 1 1.5 0.2 1 1.5 0.2 100.0 

都市緑地 1 3.6 0.4 1 3.6 0.4 100.0 

計 2 5.1 0.6 2 5.1 0.6 100.0 

合計 67 50.1 5.5 63 48.8 5.3 97.4 

(資料:日進市資料) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:日進市資料) 

 

 

(資料:日進市資料) 

図1-41 都市公園位置図 
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③下水道整備状況・普及率 

◼ 下水道の人口普及率、水洗化普及率は増加傾向、2020年（令和2年）の人口普及率は77.3％、

水洗化率は94.3％となっています。 

表1-6 下水道の整備状況 

年度 

用途別 

行政区内 

人口

（人） 

供用開始 

区域面積

（ha） 

汚水管渠 

延長 

（m） 

供用開始

区域内 

人口

（人） 

供用開始 

区域内 

水洗化人

口 

（人） 

人口 

普及率 

（％） 

水洗化 

普及率 

（％） 

水洗化率

（%） 

2015年 87,084 888.63 246,700 59,966 55,581 68.9 63.8 92.7 

2016年 88,256 910.17 253,827 61,952 58,108 70.2 65.8 93.8 

2017年 89,202 941.02 261,629 64,484 60,264 72.3 67.6 93.5 

2018年 90,154 966.47 268,455 67,357 62,522 74.7 69.4 92.8 

2019年 90,974 997.81 277,648 69,331 64,750 76.2 71.2 93.4 

2020年 91,652 1,023.23 284,873 70,891 66,817 77.3 72.9 94.3 

(資料:日進市資料) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
(資料:日進市資料) 

 

  

図1-42 公共下水道計画図 
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（7）市街地整備 
●土地区画整理事業は、古くは 50 年程経過している地区がある一方、施行中や計画中の地区もあり

ます。 

●狭あい道路は、市街化調整区域の集落地や河川沿い、市街化区域の既成市街地を中心に多く分布し

ています。 

  

①土地区画整理事業施行状況 

◼ 土地区画整理事業の施行状況は、施行済み地区が18地区約465.8ha、施行中地区が3地区約

65.5haとなっています。 

表1-7 土地区画整理事業一覧 

施行区分 
整理 

番号 
施工者 地区名称 

事業（設立） 

許可年月日 
施工面積(ha) 事業年度 

施行済 

1 個人 第二和合西ネオポリス 1969.5.21 8.45 1969～1971 

2 個人 第二和合東ネオポリス 1969.6.11 17.52 1969～1971 

3 組合 岩根 1968.12.4 13.08 1968～1971 

4 組合 新ラ田 1971.2.3 3.76 1970～1974 

5 組合 梅森 1971.3.1 2.02 1970～1976 

6 組合 梅森西部 1974.11.20 44.59 1974～1981 

7 組合 竹の山 1981.1.30 4.99 1980～1987 

8 組合 日進駅前 1982.9.20 8.9 1982～1991 

9 公団 株山特定 1983.10.1 80.95 1983～1993 

10 組合 赤池南部特定 1977.1.12 31.8 1976～1995 

11 組合 岩崎西部 1982.3.23 44.04 1981～1996 

12 組合 新ラ田ヶ丘 1996.7.17 1.63 1996～1999 

13 組合 折戸東部 1986.12.3 32.37 1986～1999 

14 組合 赤池モチロ 1992.9.25 12.63 1992～2008 

15 組合 高峰 2003.1.17 7.14 2002～2009 

16 組合 竹の山南部特定 1993.7.5 95.7 1993～2013 

17 組合 米野木駅前特定 1995.9.6 54 1995～2017 

18 組合 平池 2008.7.29 2.19 2008～2012 

施行済 18地区 465.76   

施行中 

19 組合 赤池箕ノ手 2010.3.12 40.56 2009～2023 

20 組合 香久山西部 2017.8.22 18.05 2017～2026 

21 組合 日進駅西 2020.3.24 6.84 2019～2024 

施行中 3地区 65.45   

計画中 

22 組合 折戸鎌ケ寿 2021(予定) 0.91 2021～(予定) 

23 組合 北部 2022(予定) 27.1 2022～(予定) 

計画中 2地区 28.01  

(資料:日進市資料) 
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(資料:日進市資料) 

  
図1-43 土地区画整理事業位置図 
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②地区計画の指定状況 

◼ 市街化区域内に4箇所、市街化調整区域内に2箇所の計6地区（約246ha）で地区計画が指定され

ています。 

表1-8 地区計画の指定状況 

名称 告示年月日 決定告示 位置 面積 

日進竹の山南部 

地区計画 

1999年 4月 13日 市告示第 0074号 日進市岩崎町地内 約 95.7ha 

2007年 7月 20日 市告示第 0233号 
日進市岩崎町市場、小林、神明、竹ノ山、根裏、

野田、芦廻間及び六坊の各一部 
約 95.7ha 

2019年 3月 29日 市告示第 0093号 
日進市竹の山二丁目、三丁目及び四丁目の全部

並びに一丁目、五丁目の各一部 
約 95.7ha 

日生東山園 

地区計画 

2000年 3月 28日 市告示第 0074号 
日進市東山一丁目、二丁目、三丁目、四丁目、藤

枝町小山、向イ山、蟹甲町中屋敷地内 
約 20.7ha 

2018年 4月 1日 市告示第 0136号 
日進市 東山一丁目、二丁目、三丁目、四丁目、

藤枝町小山、向イ山、蟹甲町中屋敷の各一部 
約 20.7ha 

米野木駅前 

地区計画 

2004年 10月 12日 市告示第 0188号 

日進市藤枝町廻間の一部並びに米野木町荒池、

広久手、原、及び傘松の全部並びに土岡、奥畑、

仲芝、福成、油田、竹若、細口及び南山の各一部 

約 57.0ha 

2010年 12月 24日 市告示第 0184号 

日進市藤枝町廻間の一部並びに米野木町荒池、

広久手、原、及び傘松の全部並びに土岡、奥畑、

仲芝、福成、油田、竹若、細口及び南山の各一部 

約 57.0ha 

2019年 3月 29日 市告示第 0094号 

日進市藤枝町奥廻間の一部並びに米野木町傘松

の全部並びに土岡、奥畑、仲芝、福成、油田、仲

大原、竹若、細口及び南山の各一部並びに米野木

台一丁目、二丁目、五丁目及び六丁目の全部並び

に三丁目、四丁目の各一部 

約 56.6ha 

日進笠寺山 

地区計画 
2008年 12月 24日 市告示第 0247号 日進市折戸町笠寺山の一部 約 2.1ha 

赤池箕ノ手 

地区計画 

2013年 1月 29日 市告示第 0015号 

日進市赤池町箕ノ手、中島、モチロの各一部並び

に赤池二丁目の一部並びに浅田町美濃輪、笹原

の各一部 

約 60.1ha 

2019年 3月 29日 市告示第 0095号 

日進市赤池町箕ノ手、中島、モチロの各一部並び

に赤池二丁目の一部並びに浅田町美濃輪、笹原

の各一部 

約 60.0ha 

芦廻間 

地区計画 
2016年 8月 1日 市告示第 0271号 日進市岩崎町芦廻間・野田・根裏・石兼の各一部 約 11.2ha 

(資料:日進市資料) 
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(資料:日進市資料) 

 

 

③狭あい道路の分布状況 

◼ 狭あい道路は、市街化調整区域は集落地や河川沿いに、市街化区域内は既成市街地を中心に多

く分布しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

(資料:日進市資料) 

図1-44 地区計画位置図 

図1-45 狭あい道路の分布状況 
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(万人)

（8）交通・市民流動 
●市内 3 駅の鉄道の年間乗降客数においては、地下鉄赤池駅への集中が見られます。 

●概ね市街化区域は公共交通(鉄道・バス)利用の徒歩圏域に属しています。 

●市内の広い範囲で「くるりんばす」が運行しています。 

●公共バスの再編により、くるりんばすから名鉄バスや鉄道への利用者の転換が見られます。 

●日進駅、米野木駅の利用者の約 7 割から 8 割は、自転車もしくは徒歩を駅端末交通手段としてい

ますが、赤池駅では約 6 割程度です。 

 

①鉄道の利用状況 

◼ 鉄道の年間乗降客数をみると、各駅とも概ね横ばい傾向であり、2019年度（令和元年度）の地

下鉄赤池駅は約786万人と集中しており、その他駅は約230～370万人となっています。 

◼ 東部丘陵線（リニモ）の利用者数は増加傾向にあり、特に近年、長久手古戦場駅、公園西駅で

増加しています。 

◼ 市内には鉄道路線に対する踏切がありません。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:日進市資料) 

  図1-46 市内の鉄道駅の年間乗降客数の変化 
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(資料:愛知高速交通株式会社) 

 

 

 

②バスの利用状況 

◼ くるりんばすの利用者は、2017年(平成29年)4月の全線改編以降、年間で延べ32万人程度と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:日進市地域公共交通会議報告資料(2020)) 

 

  

1998  1999   2000   2001   2002   2003   2004    2005   2006    2007   2008   2009   2010   2011   2012   2013    2014   2015   2016   2017   2018   2019 

図 1-47 愛知高速交通東部丘陵線(リニモ)の利用者数 

図1-48 くるりんばすの年度別利用者数 
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(資料:日進市資料) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:日進市資料) 

 

 

図 1-49 公共交通状況図 

図1-50 公共交通図と徒歩圏域 
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③駅端末交通手段状況 

◼ 各駅利用者の駅末端交通手段の割合は徒歩が最多、次いで地下鉄赤池駅を除く駅では自動車

（地下鉄赤池駅は徒歩に次いで自転車）が多い状況にあります。 

◼ 名鉄日進駅、米野木駅はK＆Rの割合が高く、米野木駅では8割超となっています。 

◼ 名鉄赤池駅、地下鉄赤池駅はP＆Rの割合が高く5割超となっています。 

◼ 概ね市街化区域は、公共交通(鉄道、バス)利用の徒歩圏域に属しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:第 5回中京圏パーソントリップ調査) 

 

 

 

 

 

  

表1-9 主要駅における駅端末交通手段特性 

 

図1-51 主要駅における駅端末交通手段特性 

 

 

表1-10 主要駅における駅端末自動車利用特性 

 

 

図1-52 主要駅における駅端末自動車利用特性 
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④通勤・通学状況 

◼ 本市の従業者数は、1995年（平成7年）で9,668人であるのに対し、2015年（平成27年）には

12,485人と約2,000人増加しています。 

◼ 本市から通勤する就業者数の推移をみると、名古屋市への通勤は横ばいであるのに対し、日

進市内及びその他への通勤は増加傾向となっています。 

◼ 本市へ通勤する従業者数の推移をみると、それぞれ増加傾向となっています。 

◼ 本市から通学する通学者の推移をみると、本市内での通学は減少傾向、名古屋市への通学は増

加傾向にあり、2015年(平成27年)では本市に居住する学生の約4割は市内へ、約6割は市外に通

学しています。 

◼ 本市へ通学する通学者の推移をみると、それぞれ通学者数が減少傾向にあり、1995年(平成7

年)から2015年(平成27年)にかけて約5,000人減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料:国勢調査(2015)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料:国勢調査(2015)） 

 

  

図1-53 本市から通勤する15歳以上の就業者 

 

図 1-54 本市へ通勤する 15 歳以上の従業者 

 

図 1-55 本市から通学する 15 歳以上の通学者 図 1-56 本市へ通学する 15 歳以上の通学者 
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（9）防災 
●浸水想定区域は河川沿いに限られており、地震時において津波の到来が想定されていません。 

●既成市街地や古くからの土地区画整理事業により形成された団地において、木造の老朽建物が多

く分布しています。 

●河川沿いの一部の地域においては、100 年確率の豪雨時に 2m を超える河川の浸水が想定されてい

るほか、既成市街地内に一部土砂災害特別警戒区域、土砂災害警戒区域の指定があります。 

 

①避難場所・ハザード区域 

◼ 2箇所の広域避難場所、12箇所の拠点避難所、8箇所の二次避難所、25箇所の一時避難場所、22

箇所の地域避難場所を指定しています。 

◼ 市街化区域及び市街化調整区域ともに、土砂災害特別警戒区域、土砂災害警戒区域がみられま

す。 

◼ 洪水ハザードマップをみると、天白川下流付近と、岩崎川と天白川の合流地点付近に限り、2m

を超える深い浸水が予想されています。 

◼ 地震について、あらゆる可能性を考慮した1,000年に一度程度発生するであろうとする「理論

上最大想定モデル」のケースによれば、市内最大震度6強、揺れや火災によって建物が全壊も

しくは焼失する等の被害が想定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (資料:日進市資料) 

  図1-57 日進市防災対策マップ 
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(資料:国土数値情報（2020）) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:日進市資料)  

図1-58 土砂災害特別警戒区域及び土砂災害警戒区域 

図1-59 洪水ハザードマップ 
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(資料:日進市) 

 

 

 

②老朽建物分布状況 

◼ 老朽建物の分布状況をみると、市街化区域内では古くに実施された土地区画整理事業地区を中

心に分布し、市街化調整区域では岩崎町や蟹甲町等に分布しています。 

◼ 浅田町、蟹甲町では工場等の大規模な非木造の老朽建物が分布しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:都市計画基礎調査(2017)) 

老朽建物…S45 以前に建築された建物 

（参考:都市計画基礎調査の区分） 

図1-60 想定震度図 

図1-61 老朽建物分布状況 
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愛知県の空家率：4.1%

13.5

9.3
8.7

6.7 6.6 6.3 6.2 6.2 6.1 6.1 5.8 5.7 5.7 5.4 5.2 5.1 4.9 4.7 4.7 4.7 4.7 4.7 4.6 4.5 4.4

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

南
知
多
町

新
城
市

常
滑
市

美
浜
町

半
田
市

愛
西
市

瀬
戸
市

知
多
市

あ
ま
市

犬
山
市

津
島
市

蒲
郡
市

豊
川
市

み
よ
し
市

田
原
市

蟹
江
町

西
尾
市

一
宮
市

清
須
市

知
立
市

豊
橋
市

春
日
井
市

碧
南
市

尾
張
旭
市

高
浜
市

空
家
率
（
％
）

愛知県の空き家率：4.1%

③空家の発生状況 

◼ 本市の空家の発生状況は、2003年（平成15年）に空家数2,300戸で空家率7.8%でありましたが、

2018年（平成30年）には空家数4,350戸で空家率11.4%となり、増加しています。 

◼ 本市の「その他の住宅」の空家率は 4.2％で、愛知県の空家率4.1％とほぼ同じで、また、愛

知県内自治体の中では27番目となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:住宅・土地統計調査(2018)) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:住宅・土地統計調査(2018)) 

 

  

※住宅・土地統計調査では、空家に関する調査を次の種類に分け実施。そのうち、空家等対策特措

法における空家等に該当する空家である「その他の住宅」による空家率を算出 
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図1-62 本市の空家の推移 

 

図1-63 愛知県内自治体における「その他の住宅」の空家率 
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（10）財政 
●本市の財政力指数は増加傾向にあり 2019 年(令和元年)時点は 1.05 です。 

●今後 40 年間では、公共建築物（修繕費用）、インフラ資産（道路等）及びインフラ資産（下水道）

ともに財源は不足しない見込みですが、平準化が必要となります。 

●本市の財政収入のうち、固定資産税収については、近年増加傾向にあります。 

 

① 財政力指数 

◼ 財政力指数の推移をみると、2013年（平成25年）までは減少傾向にありましたが、以後は横ば

いとなっており、2015年（平成27年）より増加に転じ、2019年（令和元年）は1.05と1を上回

っています。 

◼ 本市の財政力指数は県内類似団体、全国類似団体と比較すると、一貫して高い状況にありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:日進市の財政状況(2020)） 

 

 

  

図1-64 財政力指数（3ヶ年平均）の推移 
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② 市債・基金 

◼ 2019年度(令和元年度)の一般財源等に対する市債と債務負担行為の年度末時点での残高の

割合は、全国及び県内類似団体より低い数値となっています。 

◼ 本市の一般財源等に対する基金残高の割合は、2014年度(平成26年度)以降積み立てを行って

きたことにより増加していますが、全国及び県内類似団体より低い数値となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:日進市の財政状況(2020)) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:日進市の財政状況(2020)) 

 

  

図1-65 市債及び債務負担行為残高の一般財源等に対する割合の推移 

図 1-66 基金の一般財源等に対する割合の推移 
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③公共施設等修繕更新費用 

◼ 今後 40年間の「修繕等に係る経費の見込み」と「充当可能な財源の見込み」を比較すると、公

共建築物（修繕費用）、インフラ資産（道路等）及びインフラ資産（下水道）ともに財源は不

足しない見込みですが、一時的な負担を軽減するための平準化が必要となります。 

 

表1-11 修繕等に係る経費と充当可能な財源の見込みの比較（日進市モデル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:日進市公共施設等総合管理計画（2017年3月）) 

 

図 修繕等に係る経費の見込みと充当可能な財源の見込みの比較（日進市モデル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:日進市公共施設等総合管理計画（2017年3月）) 

図1-67 修繕等に係る経費と充当可能な財源の見込みの比較（日進市モデル） 
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④地価動向 

◼ 2020年（令和2年）地価公示において、最も高い基準地は日進-9で175,000円、最も低い基準

地は日進13-1で5,800円となっています。 

◼ 2020年（令和2年）都道府県地価調査において、最も高い基準地は日進5-1で181,000円、最

も低い基準地は日進-6で101,000円となっています。 

◼ 本市の財政収入のうち、固定資産税収については、近年増加傾向にあり、2020年（令和2

年）においては、6,819,997千円となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:国土数値情報(2020)) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料:日進市の財政状況（2020）、決算カード) 
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図1-68 地価状況図 

図1-69 固定資産税収の推移 
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2 都市構造の評価 

ここでは、「都市構造の評価に関するハンドブック」（出典:2014 年(平成 26 年)8 月国土交通

省都市局）を用いて、本市の都市構造を市民生活への影響、経済活動・財政への影響及び環境へ

の影響といった観点から評価します。 

これは、コンパクトなまちづくりの推進を目指すなかで、2014 年(平成 26年)に都市再生特別

措置法が一部改正され、コンパクトなまちづくりを目指す状況を構築するためには、地域の状況

や人口動態等を総合的に勘案しつつ、いかなる都市構造を目指すべきか、客観的かつ定量的な分

析、評価のもと、市民、民間事業者、行政等地域の関係者におけるコンセンサスを醸成すること

が必要であることから、検討された都市構造の評価手法になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各評価項目については、改善すれば偏差値は上昇するように設定。  

例えば、一人当たり CO2排出量は減少するほど偏差値は向上する。 

（資料:「都市構造の評価に関するハンドブック」の概要) 

  
図 1-70 偏差値レーダーチャートによる現状・課題分析のイメージ 
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①本市の都市構造評価 

◼ 生活利便性の面において、医療、福祉の「徒歩圏人口カバー率」は、3大都市圏の偏差値よりも高

い水準にあるが、商業は低い状況にあります。 …(3),(4),(5) 

◼ エネルギー・低炭素の面において、「市民一人当たり自動車走行台キロ」は偏差値が高く、「市民

一人当たりの自動車CO2排出量」も3大都市圏の偏差値よりやや高いことから、自動車による

移動距離が短い状況にあります。 …(11),(30) 

◼ 健康・福祉の面において、「高齢者福祉施設の1km圏高齢人口カバー率」は3大都市圏の偏差値

より高く、高齢者が自立して生活しやすい環境にあります。 …(14) 

◼ 安全・安心の面において、「歩道整備率」は3大都市圏の偏差値より高く、比較的安全に歩いて暮

らせる都市環境となっています。一方で、「最寄りの緊急避難所までの平均距離」は3大都市圏の

偏差値より低く、災害時の避難場所の確保が必要な状況にあります。 …(16),(20) 

◼ 地域経済の面において、「従業者一人当たり三次産業売上高」、「従業人口密度」は3大都市圏の

偏差値より低く、地域経済力は低い状況にあります。 …(22),(23) 

◼ 行政運営の面において、行政運営に係る「財政力指数」は3大都市圏の偏差値より高い行政運営

状況にあります。 …(28) 

 

-3大都市圏（中部圏（人口 10～30万）同規模都市）の比較による偏差値レーダーチャート- 

 

 

  

図 1-71 日進市の現況都市構造評価 

 

日進市偏差値 

偏差値 50 のライン 

(資料：国土交通省都市計画調査) 
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②他都市の比較による都市構造評価 

◼ 「居住を誘導する区域における人口密度」や「生活サービス施設の利用圏平均人口密度（商業）」、

「歩道整備率」、「都市機能を誘導する区域における小売商業床効率」、「平均住宅宅地価格（居住

を誘導する区域）」は、他都市と比較して高い水準にあります。 …(2),(10),(16),(25),(26) 

◼ 「生活サービス施設の徒歩圏人口カバー率（商業）」や「最寄り緊急避難場所までの平均距離」、

「従業者一人当たり第三次産業売上高」、「従業人口密度(都市機能を誘導する区域)」は、他都市

と比較して低い水準となっています。 …(5),(20),(22),(23) 

 

比較対象都市 

愛知県:日進市 瀬戸市 半田市 豊川市 刈谷市 安城市 西尾市 小牧市 稲沢市 東海市 

岐阜県:大垣市 多治見市 各務原市 

三重県:津市 伊勢市 松阪市 桑名市 鈴鹿市 

 

-中部圏（人口 10～30万）同規模都市との比較による偏差値レーダーチャート- 

 

 

(１)日常生活サービスの徒歩圏充足率

(２)居住を誘導する区域における人口密度

(3)生活サービス施設の徒歩圏人口カバー率（医療）

(4)生活サービス施設の徒歩圏人口カバー率（福祉）

(5)生活サービス施設の徒歩圏人口カバー率（商業）

(6)基幹的公共交通路線の徒歩圏人口カバー率

(7)公共交通利便性の高いエリアに存する住宅の割合

(8)生活サービス施設の利用圏平均人口密度（医療）

(9)生活サービス施設の利用圏平均人口密度（福祉）

(10)生活サービス施設の利用圏平均人口密度（商業）

(11)市民一人当たり自動車走行台キロ

(12)公共交通沿線地域の人口密度

(13)高齢者徒歩圏に医療施設のない住宅の割合

(14)高齢者福祉施設の1km圏域高齢人口カバー率

(15)保育所の徒歩圏０～5歳人口カバー率

(16)歩道整備率

(17)高齢者徒歩圏に公園がない住宅の割合

(18)公園緑地の徒歩圏人口カバー率（居住を誘導する区域）

(19)市民一万人あたりの交通事故死亡者数

(20)最寄り緊急避難場所までの平均距離

(21)空家率

(22)従業者一人当たり第三次産業売上高

(23)従業人口密度（都市機能を誘導する区域）

(24)都市全域の小売商業床面積あたりの売上高（小売商業床効

率）

(25)都市機能を誘導する区域における小売商業床効率

(26)平均住宅宅地価格（居住を誘導する区域）

(27)市民一人当たりの歳出額

(28)財政力指数

(29)市民一人当たり税収額

(30)市民一人当たりの自動車CO2排出量

現況都市構造評価の都市比較

～中部圏（人口10万～30万）同規模都市との比較による偏差値レーダーチャート～

日進市 多治見市 瀬戸市 半田市 稲沢市 東海市

図 1-72 現況都市構造評価の都市比較 

 

偏差値 50 のライン 

(資料：国土交通省都市計画調査) 



  


